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 物価高や移民を巡る対応の迷走から支持率は低迷
 特に、低所得者が多いとされる黒人層やヒスパ
ニック系からの支持率が大きく低下

 また、民主党支持者からは同氏が「高齢」という
点も懸念の一つに挙げられている

 副大統領候補に高い人気のオバマ氏の名前が浮上
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女性大統領候補。
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の予備選でトランプ氏に敗北
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 大統領選挙の結果を覆そうと画策した件をはじめ、
以下4つの事件で裁判を抱える(左下図)

 退任後も依然として広く支持を集めており、共和
党の大統領候補の最有力（右下図）

 副大統領の座を狙い、複数の有力議員が売り込み
をかけている
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3 .大統領就任 1年後の各資産の推移

出所:Bloomberg
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 選挙当初は、富裕層やキャピタルゲインへの増税政
策から株価にはネガティブと予想されていた

 しかし当選後は、大規模な経済対策に焦点が当た
り、リスク資産は大きく上昇

 選挙当初は、減税政策等を打ち出すも、保護主義的
で過激な言動が懸念され、当選時にはリスクオフの
動きが予想されていた

 当選後、減税政策への期待感が高まり、リスク資産
は大きく上昇し“トランプラリー”と呼ばれた

就任 1年後の各資産の推移 就任 1年後の各資産の推移
（就任時2016/11＝0%）（大統領選挙2020/11＝0%）


